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ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品・飲料の選定に

 

おけるポイントと価格意識に

 

ついて

●味が一番の選定ポイントとなっており次いで安全性と新鮮度。まず食の嗜好にあうかを判

 

断し品質（安全性）が確かであれば価格含めた検討に入る。原材料として知られていないも

 

のや加工品などは実食が必要。既知の食材については味に問題がないか確認し、安全性

 

が確保されていれば価格検討に入る。価格ポイントが3位となっているが低いのではなくま

 

ず味が中国人の口に合うかどうかが最優先といった感がある。

日本産食品・飲料の

取り扱い状況について

●アンケート結果では約半数が取扱ったことがないが取り扱いには大きな興味を持ってい

 

る。特に水産品、水産加工品についての興味が高い。調味料、菓子、酒類（日本酒以外も

 

含む）への興味も高くなっている。

レストラン関連、流通関連での大差は無いように感じられる。

日本産食品・飲料のイメージ

●日本の食品・飲料に関するイメージは高品質で健康に良いが高く約半数が認識をしてい

 

る。安全性に関しても3割強が認識をしており日本の食品における品質と安全性についての

 

イメージはかなり浸透していると思われる。特にレストラン関係では「高品質」、「健康に良

 

い」のポイントが半数を超えているのは、食材に対する意識の高さによるものと思われる。

日本パビリオンおよび

日本産食材の情報について

●日本の食品、飲料の情報に関しては6割が不足していると感じており、特定の企業やカテ

 

ゴリーの商品に限られているのではないか。日本食品への関心の高さからも情報ニーズは

 

高いと考えられる。また、情報源としてはインターネットの活用が高くなっている。ただレスト

 

ラン関連では専門の新聞や雑誌などを情報源として活用する率がインターネットを上回って

 

おり、複合的な情報発信が重要である。

会期中、来場者向けにアンケートを実施。アンケートの質問項目は

 

日本産品および日本パビリオンの印象の他、食品・飲料の取り扱い

 

や選定についての意識調査を行った。回答者に対しては携帯クリー

 

ナーを配布、260人の有効回答を得た。また、名刺の獲得を同時に

 

行い興味のある出展者ブースへの誘導を実施した。

実施概要実施概要

総評総評
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アンケート回収目標280名を設定し、アンケート回収数398枚。回答者に対して「おいしい携帯クリーナー」を

 

配布したが、回収率アップには有効であった。なお、アンケート回答者については出展者（生産者および加

 

工機器関連企業）あるいはターゲット業種外も含まれるため有効回答者260件を抽出。職業をレストラン・ホ

 

テル・ケータリング関連と、商社・ディストリビューター・小売・その他の流通関連の2種類のデータにより分析

 

を行うものとする。

※業種未記入、業種がその他で納入先未記入、業種、納入先がその他で取り扱い未記入については無効回答として集計を行うもの

 

とする。

回答者属性はレストラン、ホテル・ケータリング関連が40％、商社、ディストリビューター、小売等流通関連が54％となっている。
食品の取り扱い業態としてはレストラン関連では日本食および中華が多く、流通系では日本食レストラン、専門料理店、デパート・ス

 

パーへの納品が多くなっている。

ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

【回答者属性（全体）／260件】

【レストラン・ﾎﾃﾙケータリング関係（仕事先）／105件】 【流通関連・（納入先）／158件】

回答者基本分析回答者基本分析

Q1.　回答者属性（業種）

商社
29%

ディストリビューター
17%

小売
8%

その他
6%

レストラン
29%

ホテル・ケータリング
11%

日本食
22%

フレンチ
9%

イタリアン
12%

中華
29%

専門料理
11%

その他
17%

Q3.　納入先

日本食レストラン
19%

フレンチレストラン
3%

イタリアンレストラン
10%

中華レストラン
12%

その他レストラン
5%

専門食料品店
20%

デパート・スーパー
マーケット

20%

その他
11%
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ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

食品・飲料の選定を行う際に重要視するポイントと価格についてはどのように判断するかについて検証。重要視する

 

ポイントは味が一番で、安全性、鮮度については同じ程度のポイントとなっている。価格意識としては54％が品質が

 

高ければ値段が高くても購入、42％が最低限条件を満たしている低価格産品を購入する価格志向、4％が価格優先

 

となっている。産地やブランドは二次的なものであり、現地嗜好に合い安全なものであれば購入の意向はあるようで

 

ある。
レストラン関連と流通関連での差異が殆どない結果となっているが高価格で販売できる高級レストランと一般販売さ

 

れる商品とでは価格に対する意識が異なるはずであり、実際の商談において価格が課題となっていることから回答

 

者が価格に捉われているように見られることを意識的に避けたのではないかと思われる。

（参考）レストラン関連では産品そのもので選定、産地ブランドの影響は少なく流通関連はブランドと価格が影響を与える

【食品・飲料取り扱いで重要視するポイント（流通関連）】

【食品・飲料取り扱いで重要視するポイント（全体）】

【食品・飲料取り扱いで重要視するポイント（レストラン関連）】

【価格意識（全体）】

【価格意識（レストラン）】

【価格意識（流通関連）】

食品・飲料食品・飲料選定の重視ポイントと価格についての意識（１）選定の重視ポイントと価格についての意識（１）
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高品質な食材なら高くても

購入する

54%

安全性や味など必要な最

低限の条件｣を満たしてい

る安いものを購入する

42%

価格優先で食材選定を行う

4%

高品質な食材なら高くて

も購入する

54%

価格優先で食材選定を

行う

3%

安全性や味など

必要な最低限の条件を

満たしている安いものを

購入する
43%

価格優先で食材選定を行う

5%

高品質な食材なら

高くても購入する

53%

安全性や味など

必要な最低限の条件｣を

満たしている安いものを

購入する

42%



38

ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品・飲料に関しての取り扱いは43％。約5割が今後取り扱いたいとしていて、日本産食品・飲料への関心

 

の高さが窺える。レストラン関連、流通関連別で見た場合でも大きな差はなく水産品・水産加工品への関心が高い。

 

ただレストラン関係では調味料類への関心が、流通系では菓子類への関心が若干高くなっている。

【現在の取り扱い状況（全体）】 【今後取り扱いたい品目（全体）】

【現在の取り扱い状況（レストラン関連）】

【現在の取り扱い状況（流通関連）】

【今後取り扱いたい品目（レストラン関連）】

【今後取り扱いたい品目（流通関連）】

日本産日本産食品・飲料食品・飲料の取り扱い状況についての取り扱い状況について

現在取り扱っている

21%

現在取り扱っており今後量を

増やしたい

22%

取り扱ったことはないが今後

取り扱いたい

47%

特に取り扱いたいとは思わな

い

10%
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ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品のイメージは高品質が47％、健康に良いが48％、安全が33％となっており、おいしいが33％となってい

 

る。日本産食品・飲料の品質の高さに関する認識は高く、安全に対する認識も33％とかなりイメージは浸透している

 

と考えられる。
またレストラン系では品質・健康面で、流通系では安全面での評価が若干高い傾向があると考えられる。

【日本産食品イメージ（全体）】

【日本産食品イメージ（レストラン関連）】 【日本産食品イメージ（流通関連）】

日本産食品日本産食品・飲料・飲料のイメージのイメージ

47%

48%

30%

33%

22%

6%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高品質

健康に良い

おいしい

安全

高価

珍しい

その他

50%

52%

36%

30%

18%

4%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高品質

健康に良い

おいしい

安全

高価

珍しい

その他

46%

44%

27%

35%

23%

8%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高品質

健康に良い

おいしい

安全

高価

珍しい

その他
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ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品飲料の情報について約6割が情報量不足を感じている。レストラン関係ではさらに情報が不足しており専

 

門雑誌新聞による情報収集が多いのに対して流通系ではインターネットによる情報収集比率が高くなっている。
市場に情報発信する場合にはメディアの複合的な仕様が必要と考えられる。

【日本産食品情報量（全体）】 【情報入手経路（全体）】

【日本産食品情報量（流通関連）】

【日本産食品情報量（レストラン関連）】

【情報入手経路（流通関連）】

【情報入手経路（レストラン関連）】

情報情報源源調査調査

充分情報がある

36%

情報量が不足している

58%

どこで手に入れられるのかわから

ない

6%

充分情報がある
32%

情報量が不足している
61%

どこで手に入れられるのかわか
らない

7%

充分情報がある

39%

情報量が不足し

ている

54%

どこで手に入れ

られるのかわか

らない

7%

24%

26%

37%

33%

6%

0% 10% 20% 30% 40%

レストラン

商社など流通

専門の新聞雑誌などのメディア

インターネット

その他

15%

30%

33%

42%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

レストラン

商社など流通

専門の新聞雑誌などのメディア

インターネット

その他

9%

33%

30%

48%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

レストラン

商社など流通

専門の新聞雑誌などのメディア

インターネット

その他
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ⅩⅢ. 来場者アンケート実施報告

JAPAN PAVILIONの印象については90％の回答者が好意的に受け止めている。他のブースと比較して常に試食を

 

行い積極的に活動を行っていたことや閉塞感のないオープンな感じが好印象を与えていると考えられる。
また興味のある出展者についての回答を見るとあづまフーズへの関心が突出しているが全出展者に対して来場者

 

が関心を持っている。レストラン関連および流通関連別で見た場合、ゼンヤクノーを除いて各社とも数パーセント程

 

度の変化で特に大きな差異は見られない。

【日本パビリオンの印象（全体）】 【興味のある出展者（全体）】

【興味のある出展者（レストラン関連）】 【興味のある出展者（流通関連）】

日本パビリオンの印象と興味ある出展者について

すばらしい
21%

良い
68%

悪い
0%

普通
11%

とても悪い
0%

阿部長商店

6%

あづまフーズ

32%

福島県

2%

平松食品

3%

本目浅吉商店

1%

ミツカングループ

9%

森松水産冷凍

2%

中井酒造（ＡＯＮ）

0%

西山酒造

4%

おばねや

8%

おしま貿易

7%

四国アンテナショップ

9%

神明

3%

築地魚市場

6%

ゼンヤクノー

3%

マルサンアイ

5%

阿部長商店

7%

あづまフーズ

30%

福島県

4%

平松食品

5%

本目浅吉商店
2%

マルサンアイ

7%

ミツカングループ

10%

森松水産冷凍
1%

西山酒造

4%

おばねや

9%

おしま貿易

4%

四国アンテナショップ

6%

神明

4%

築地魚市場

7%

ゼンヤクノー

0%

中井酒造（ＡＯＮ）
0%

阿部長商店

5%

あづまフーズ

34%

平松食品

1%

マルサンアイ

4%
ミツカングループ

8%

森松水産冷凍

2%

中井酒造（ＡＯＮ）

1%

西山酒造

5%

おばねや

7%

おしま貿易

8%

四国アンテナショップ

10%

神明

3%

築地魚市場

4%

ゼンヤクノー

5%

本目浅吉商店

2%

福島県

1%
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

総 合

出展者数 回答者数 回収率

16者 16者 100％

11月18日－20日の3日間、各出展者ブースへの来場者数、商談数などを尋ねるデイリーアンケートを実施。また、最

 

終日には展示会出展や日本パビリオンに関するアンケートを行いイベントに参加しての総括アンケートを実施、いず

 

れも即日回収を行った。

出展に関しては16者全社が「非常役に立った」、「役に立っ

 

た」と回答、評価している。予想以上に商談や引き合いがあっ

 

たとのコメントもある。

実施概要実施概要

アンケート結果：出展についてアンケート結果：出展について

評価項目 ％ 社 理由

非常に役に立った 50% 8

●商談件数が予想以上に多かった福島県）
●ルート開拓のきっかけができた。（ゼンヤクノー）
●引き合いがまあまああった。（本目浅吉）
●市場動向、ビジネスマッチングすべてにおいて勉強になり展望が描けた。（西山
酒造場）
●東北地区、華南地区のバイヤーとの接点が持てた（マルサンアイ）
●前回より各種メディアの取材が多く、宣伝効果が期待できる。お祭り要素より商談
成約に向けての具体的策が見られた（おしま貿易）
●継続出展により現地での企業認識が高まり、受注することができた。上海マー
ケットについての多くの情報が得られた。（平松食品）
●試食イベントでは単に食べていく人は少なく、その場でパンフレットを読み質問す
る人が多かった（築地魚市場）

役に立った 50% 8

●商品の反応を見ることができた。（神明）
●予想よりもバイヤーからの引き合いがあった（四国）
●市場情報の収集ができた（四国）
●多くのバイヤー、消費者の味の好みなどを確認できた。（おばねや）
●問屋を紹介し注文をもらえる機会が増えた。（あづまﾌｰｽﾞ）
●日本の代表的な食材はまちの認識が高まった（森松水産冷凍）
●すし内食化の可能性が測れた。（ミツカングループ）
●3回目で顧客がついてきた。（中井酒造）

非常に役に

立った, 8
役に立った, 8
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

出展者のプライオリティ
FHC CHINA 2009日本パビリオンにご出展いただいた目的に

 

ついて質問。新規代理店などチャネル開拓が主目的となって

 

いる。また中国市場の動向把握のため製品を知らせ情報収

 

集を行うことを積極的に行っていると考えられる。

出展目的における満足評価
全体として出展について満足を得ている。特に中国市場の情

 

報収集の場としては有効であったと考えられる。

1
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2

1

3
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2

1

2

2

4

1

1

2

2

2

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5位

4位

3位

2位

1位 新規代理店発掘の場として

既存顧客へのアピールの場として

新製品等発表の場として

販売促進／PRの場として

製品に対する来場者からの意見収集
の場として

その他

非常に満

 

足
満足

どちらでも

 

ない
やや不満 不満

新規代理店

 

発掘の場として
2 6 5 3 0

既存顧客への

 

アピールの場として
2 7 3 0 0

新製品等

 

発表の場として
2 5 5 0 0

販売促進／PRの場として 2 11 2 0 0

製品に対する来場者からの

 

意見収集の場として
4 11 1 0 0

その他 0 1 1 0 0
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

来場者数と商談件数
11月18日-20日のブース来場者総数13,082件、商談件数

 

1,110件。

商談内容について
成約件数：12件、成約見込数：110件、代理店申し込み：65件
見積もり提出予定：120件。

成約・成約見込・代理店申込・見積り提出
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

中国以外のバイヤーとの商談状況
香港・台湾を中心とするアジア圏のバイヤーとの相談を行っ

 

ているが件数的には多くはない。

出展者間の情報交換および
協力関係の構築について

流通方法に関しての情報交換を中心として出展者間での情

 

報交換が行われた。中国市場進出の難しさが感じられる。

＜同業他社との有益な情報交換ができた＞

YES

44%ＮＯ

56%

＜異業種他社との有益な情報交換ができた＞

YES

50%

＜販売提携を行うことができた＞

 ＹＥＳ
13%

【具体的な内容を教えてください】

●香港、華南地区の代理権を取得している方が何人もいた。
●中国でのマーケティングについて意見交換
●代理店自身の出展もあり話す機会を得た
●日本以外から中国へ輸出を行っている企業と有意義な情報交換
●問屋情報、水産物流通情報
●商品をどのように流通させるかという悩み
●販路開拓の手法や国の補助金についてなどの意見交換
●同業者の考え方や異業種の営業方法について
●鳥取県の製品輸入販売について今後商談
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7社

有り
9社

●物流と商流
●賞味期限240日から270日
●輸出入規制
●現地保管状態
●決済方法
●物量
●コミニュケーション
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

中国および
中国以外の展示会に対する出展意向

中国における展示商談会については予定7社、希望7社と今

 

後さらに期待される市場の伸びを見据えた取り組みとなって

 

いる。その他の国に関しても10社が予定あるいは希望となっ

 

ており、輸出志向の高さが見られる。

予定有り

7

希望有り, 7

予定なし, 2

,

中国以外における

出展意向

希望有り, 4

未定, 1

予定なし, 5

予定有り, 6

有り 6 社
ANUGA、SIAL、台湾、米国、韓国、シンガポール、香港、ＩＢＳＳ2010、FOOD 
TAIPEI, IFRS(USA), CRFA( カナダ）

希望有り 4 社 中東、ロシア、シンガポール、欧州、インド、

未定 1 社 IFRS

予定なし 5 社
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

FHC

 

CHINA 2009を機に

予定されるビジネス展開について

中国でビジネスを
展開する上で課題と感じたこと

海外販路開拓における
海外展示・商談会の役割

●日本食材店、日系スーパーへの売り込み

 

●継続したヤマトマーケティングギャラリーでの販売

 

●上海市内小売店、ホテル、日本料理店への営業

 

●上海への進出に関して再検討、今回の商談先と面会

 

●来年本格生産が始まる中国工場生産システムと日本からの輸入品で価格に幅を持たせ、今まで価格

 

で会わなかった市場への販路拡大

 

●中国主要都市への販売

 

●早期に中国国内に拠点を設け具体的に商談を進める

 

●水産物以外への取り組み

 

●スーパーを通じての製品アピール

 

●中国国内での加工販売

 

●見積もり発行、ディストリビューターへの来場者情報報告

 

●取扱品目数の拡大（現地との協力強化）

●コミニュケーションと商習慣の違い

 

●取引先企業の情報収集と信用度

 

●値段

 

●小売価格の見直し

 

●価格交渉

 

●日本国内の書類準備コストや期間が障壁（水産系）

 

●中華料理の食材に日本の食材を使用させるか

 

●国内輸出業者の開発

 

●やる気とパートナー

●代理店の発掘と商品の反応を知る場所
●市場情報集の場所と販売店探し
●商品ＰＲと商談のきっかけ作りの場
●事前に打ち合わせをした後の商談の場
●実食により品質の差を感じてもらい、1日に複数の商談ができる重要な場所
●人脈作りの場
●きっかけにはなるが一定の基盤がないと商談につながらない
●反応を見て商品開発につなげることができる
●競合他社の情報収集の場
●受容性の検証の場
●信頼できるインポーターを見つける場
●企業、製品の情報を発信する場
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

出展者募集、その他準備業務について

アンケート結果：日本パビリオンについてアンケート結果：日本パビリオンについて

事務局準備業務については、物流面で若干の不満はあるが

 

概ね満足を頂いている。

1

1
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1

1

7
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4

6

2

7

6

7

1

1 1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

出展募集HPの

デザインや分かりやすさ

電話問い合わせに対する

事務局スタッフの対応

出展者説明会の内容

出展者への連絡体制・対応について

物流等の手配・対応について

非常に満足 満足 どちらでもない やや不満 不満
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ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

FHC

 

CHINA 2009
日本パビリオンの運営について

日本パビリオン出展事務局の運営に関しても概ね満足を頂

 

いている。
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1

1
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日本パビリオンのイメージ（ブースおよび印刷物のデザイン等）

各ブースの広さ

商談スペースの使いやすさ

会場での事務局スタッフの対応

共有スペースにおける試食イベントの実施について

FHC会場での日本パビリオンの位置

プレス対応

日本パビリオン全体の雰囲気

アフターフォロー

非常に満足 満足 どちらでもない やや不満 不満



50

ⅩⅣ. 出展者アンケート実施報告

日本パビリオンに対する意見
展示会全般に関しては一般参加者が多いとする一方、非常

 

に有効だという評価もある。施工面では他国と比較して華や

 

かさの点の指摘もあったが一方で見通しがよく商談がしやす

 

いとの評価ももらっている。

FHC CHINA 2009 
全般に関して

●商談に関係のない一般の参加者が多い

 

●出展者間の懇親会があった方が良かった

 

●ブース来場者も多く商品ＰＲとして活用できた

 

●会場への交通アクセスが悪い

 

●非常に有効でした

 

●本当に商品を考えている人を入れてほしい

パビリオンの施工に関して

●周囲のパビリオンに比べるとそんなに力が入っていない

 

●前面のスポットが取れず暗く感じた

 

●社名表記が中国語がほしい

 

●トータルデザインは良いが側面の壁が半分ほしい

 

●スペインのようにもっと大きく全体の調和があった方がより良かったと思う

 

●他国の華やかさを強く感じた

 

●ポスターを貼るための壁面を取ってもらいたかった

 

●シンクのスペースが小さかった

 

●良いと思う

FHC CHINA

 

2009日本

 

パビリオン出展事務局に

 

関して

●準備お疲れ様でした。

 

●よく対応していただき感謝しています。

 

●現場スタッフの人数も多くこまやかな対応をしていただいた

 

●メディアも誘致し、積極的な取り組み

 

●満足しております。

 

●親切に頑張ってくれました
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ⅩⅤ. 総括

総評

・

 

FHC CHINA 2009は3日間の来場者数は20,810人で、昨年の20,441人を上回っている。またナショ

 

ナルパビリオンは28、そのうち12が今回初出展となっており、中国マーケットへの各国の関心の高さ

 

が感じられる。ただ海外からの企業参加数は減少しているとのことで世界経済低迷の影響がここにも

 

現れているようである。

・

 

来場者について中国での展示会は一般の入場者（バイヤー以外）が多いとの声を聞いており事実、

 

出展者からも一般の来場者が多いとのコメントもあった。会期中実施したアンケートでも約3割がバイ

 

ヤー以外であった。ただ、出展者アンケートから有効な商談が出来たことも事実であり、また多くのバ

 

イヤーとの商談することで中国に進出するための課題や問題点など市場動向を把握することが出来、

 

有効な展示会であることも間違いないと言えるではないか。

・

 

今回の出展企業16社は、「既に中国への輸出を行っている」、「香港、台湾など隣接地域への輸出実

 

績はあるが中国本土への輸出が始めて」の企業など形態は異なるが、各ブースごとに試食サンプリ

 

ングを行い誘客、商談や情報収集を積極的に行っていた。

・

 

会場内の各国ブースは華美な装飾を行っているところが多かったが日本パビリオンは、商談を目的と

 

して立ち寄りやすいオープンスペースの採用と人寄せのためのイベントではなく食品プレゼンテーショ

 

ン企画を実施、主催者からは他国の出展者から「日本パビリオンはすばらしい」とのコメントがあった

 

と聞いている。

成果

★本事業の最大の目的は商談数、成約数の拡大。出展社アンケートによれば、「予想以上に商談が多

 

かった」、「市場情報の収集により今後の展望が開けた」など思っていた以上に商談が出来た点も評

 

価できる。前回より出展者数を絞り込んでおり、商談数や成約数については単純に比較は出来ない

 

が出展者から内容の濃い商談が出来たとのコメントや会期後に成約が決定したとの連絡ももらって

 

おり、会期後の商談・成約に向けて出展者にとって有益な展示会であったと思われる。

★昨年実施していない共有スペースでの事務局主催および各出展者実施の試食イベントは参加出展

 

者から来場者への商品理解のためのプレゼンテーションとして効果があったとの評価もあり有効で

 

あったと思われる。

★中国食品市場およびプレス関係者への理解促進。中国語サイトによる出展者および出展品の紹介

 

を行い、会期前の出展告知ニュースリリースや広告、会場へのメディア招致、会期中の輸出促進室

 

室長へのインタビュー誘致、会期中のパブリシティ活動を連動して、活発に情報発信を行い日本の

 

食品・飲料に関する理解が深まったものと思われる。

反省点

・ 今回、FHCについて初めての日本パビリオン出展事務局運営であり、主催者側で突然変更される規

 

定や情報の遅さのため出展者に対して各種提出物などかなり短期間に依頼することとなり負担をか

 

けた。

・商談スペースについては余裕を持ってスペースをとっていたが各ブースでの試食と

 

簡単な商談が多く、

 

商談スペースの使用率は思ったほど高くなかったように感じられる。また周辺ブースが休憩に使用す

 

るケースも見られ設置数や構造について再検討の必要性を感じた。

課題

・

 

ＦＨＣ

 

出展に関して商談・成約が命題となっている。今回の出展者の声として「思った以上に商談件数

 

があった」とあるが、展示会の位置づけとして会期前に初期商談を行い、会期期中に成約に持ってい

 

くのか展示会出展によって新しい取引先を探し、会期後に詳細な商談・成約に持っていくのか出展に

 

当たって目的を明確にする必要がある。会期中の1件あたりの商談時間が長くなれば新しい商談機会

 

を逃すことにもなるため出展者も人員計画を検討する必要がある。また、一部出展者では展示会での

 

準備不足があったところもあり事業実施趣旨の点から出展者(特にはじめての出展者）に対して事前

 

の準備についてもっと徹底することが必要であると思われる。

・日本の食品が高品質、健康に良い、安全であるなどのイメージはかなり浸透おり、来場者の関心もか

 

なり高い。しかしレストランおよび流通関係双方においても日本の食品についての情報はまだまだ不

 

足しているのが現実のようである。現時点では限られた企業や商品カテゴリーの情報しか到達してい

 

ないのではないかと思われる。更なる輸出品目の拡大には川上への情報発信が必要である。

・中国産食品の品質も向上し従来高品質・安全のブランドで販売していた日本産食品との差がなくなっ

 

てきている。価格差を埋めるだけのブランド力が低下傾向にあり、今後は日本産ブランドの再構築や

 

特徴のある商品の販売が課題であると考えられる。
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ⅩⅥ. 参考資料 -

 

他国パビリオン模様

アメリカ：アメリカ：国としての小間は大きくなく各メーカーが大

 

きく小間を取って出展していた。

アルゼンチン：アルゼンチン：小間内にアーチを造りユニークな導線を

 

とっていた。デザインは良かったが、造作のクオリティはあ

 

まり良くなかった。

イギリスイギリス

イタリア：イタリア：壁はすべてロゴの出力を貼っていて国として

 

とても統一感があった。各コマ食材のグラフィック等を壁

 

に貼っていて華やかだった。

チリチリ天井から大型看板をつるし、柱をなくすOPENなデザ

 

インで空間をうまく使っていた。製品との一体感もあり高

 

級感がでていた。

オーストリア：オーストリア：小間の外側にぐるりとカウンターを設けワ

 

インの試飲を行っていた。照明を多く使っておりブースの明

 

るさが目を引いた。

タイ：タイ：ドライフルーツなどのサンプルにはそれほど人だ

 

かりができていなかったが、その場でデモ調理していた

 

ものには人だかりができていた。看板も大きくデザイン

 

はともかく目立っていた。
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ⅩⅥ. 参考資料 -

 

他国パビリオン模様

トルコ：トルコ：パスタなどをお客にランダムに配って集客して

 

いたが、人だかりができるのはその時だけだった。
ニュージーランドニュージーランド

ブラジル：ブラジル：イベントコンパニオンが自らカクテルを

 

作ってお客に振舞い賑わっていた。

ベルギーベルギー

韓国：韓国：デモ調理ではにおいを強く発する物などを使い、

 

それも集客に一役かっていた。

台湾：台湾：会場幅いっぱいに小間を取っており奥行き感が

 

あり迫力があった。小間の中央では民族衣装を身につ

 

けた女性によるダンスステージなどがあり多くのお客が

 

足を止めてみていた。

南アフリカ南アフリカ スペイン：スペイン：V.I.Pフロアを設けていてお酒を飲みながら商

 

談していた。常にフロアは賑わっていた。造作に関しても

 

一目でスペインブースとわかるわかりやすい造りだった。
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ⅩⅦ. 参照資料 -
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